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□平成４年に国は環境保全型農業、本県は環境創造型農業の推進を開始

□本県は、国よりも早くに有機農業の定義を作り、認定制度を創設

兵 庫 県 国

環境創造型農業 環境保全型農業
農業の持つ物質循環機能を生かし、生
産性との調和に留意しつつ、土づくり
等を通じて化学肥料・農薬の使用等に
よる環境負荷の 軽減に配慮した持続的
な農業

①安全な食料の供給機能、②環境形成機
能、③自然との共存機能、④教育的機能の
向上を図り、人と自然、都市と農村、生産
者と消費者が共に生きる社会の実現と、農
業者の誇りを醸成する人と環境の新しい関
係を創造する農業

有機農業認定制度を創設
化学的に合成された農薬と肥料などを使用
しない農業生産方式

有機JAS認証制度を発足ひょうご安心ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ認証制度を創設

制度移行

環境負荷軽減に配慮した生産方式により生
産、農薬を使用した場合は食品衛生法の残
留農薬基準の1/10以下を確認
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環境創造型農業の推進１
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有機農業取組面積２

□ 有機農取組施面積は着々と増加

□ 近年は伸びが鈍化し、目標との差が拡大
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兵庫県の有機農業取組面積の推移
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耕地面積に占める有機農業取組面積の割合等３

現状
2020年

(R2)

目標

2030年
(R12)

2050年
(R32)

国
みどりの食料ｼｽﾃﾑ
戦略の目標設定

有機農業面積 2.52万ha 6.3万ha 100万ha

耕地面積に占める
有機農業割合 0.6% 1.5% 25%

兵庫県
ひょうご農林水産
ビジョン2030の目
標

有機農業面積 1,031ha 1,850ha －

耕地面積に占める
有機農業割合 1.4% 2.7% －

＜国と本県の有機農業の取組実態＞

＜本県の有機農業のJAS認証取得割合＞

□令和２年度現在の耕地面積に占める有機農業の

割合は、国より本県の方が高い

□本県有機農業のJAS認証取得割合は約２割

年度 有機農業 うち有機JAS JAS割合 参考(全国)

R2 1,031ha 201.2ha 20% 56%

R5 1,161ha 270.4ha 23％ －

26%

25%

24%

3%
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1%

0 1,031ha
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オーガニックビレッジ事業の取組４

□全国一の９市町が

オーガニックビレッジ事業に

取り組んでいる。

オーガニックビレッジ宣言市町（６市町）

オーガニックビレッジ宣言準備中の市町（３市）

環境保全型農業直接支払交付金活用市町＝ 30市町（R4）上記９市町

■みどりの食料システム戦略推進交付金（有機農業

産地づくり推進：オーガニックビレッジ事業）の

取組状況

西脇市

加東市
上郡町

太子町

市川町

稲美町

播磨町

猪名川町

神戸市
芦屋市

西宮市

尼崎市

伊丹市

宝塚市

川西市

明石市

高砂市

姫路市

赤穂市 加古川市

相生市

三田市加西市

小野市

福崎町

香美町

豊岡市

養父市

朝来市

宍粟市

淡路市

南あわじ市

丹波市

丹波篠山市

洲本市

佐用町

新温泉町

三木市

たつの市

姫路市

神河町

多可町

30市町のうち を記載した市町は有機農業での支払いを実施


